
広 報

◎ 一
万

月

眸
ｎ
′
Ｌ

椰
■
―
―

昭
　
　
　
・

あ
す
を
拓
く
ふ
る
こ
と
ま
ワ
リ

―
リ
ョ
イ
ツ
ト
ロ
ツ
リ
ー
ト
八
百
人
の
聴
衆
を
魅
了
―

例
年
に
な
く
、
出
品
が
多

か
っ
た
趣
味
の
創
作
展
。

だ
ま
こ
も
ち
の
作
り
方
―
―
。

米
料
理
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

市浦出身 3大歌手 (左から鳴海、伊南、相川の 3氏 )に よる初のジョイン トコンサー ト

今日の主な言己事
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定
住
、自
立
へ
の
道
探
る

県
下
初
の
過
疎
サ
ミ
ッ
ト
開
催

広報ιチ4(2)

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟

青
森
県
支
部
並
び
に
市
浦
村
主
催

の

「
鶴
過
疎
サ
ミ
ツ
ト
」
は
、
十

月
三
十
、
三
十

一
の
三
日
間
市
浦

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

16町村長意見交換

か
れ
、
県
内
の
過
疎
団
体
十
六
の

町
村
長

（柏
村
助
役
）
の
ほ
が
、

企
画
担
当
者
、
県
町
村
会
、
県
関

係
者
、
地
元
村
民
ら
百
五
十
人
が

出
席
し
訣
し
た
。

郷
村
、
倉
石
村
、
新
郷
村
、
市
浦

特

性

を

見

直

す

こ
と

か

ら
出

発

し

山

の
閉

山

に

よ

り

過

疎

地

域

指

定

た

め

、

目

屋

ダ

ム

に
堆

積

す

る

砂

を

利

用

し

た

整

砂

プ

ラ

ン
ト

事

業

点

と

し

て

、

特

色

あ

る
産

品

づ

く

り

は
物

ま

ね

で
な

く

、

独

創

性

が



過 疎 脱 却 で
収

入

輌
確

保

、
■

小

札

棋

生

産

な

―
　

付

め
誘

致

企

業

い

津

軽

テ

ク

た

あ

と

、

１‐
）過

疎

は

な

ぜ

お

き

る

か

、

ら

過

疎

脱

却

は

可

能

か

、

３

定

住

条

件

整

備

へ
の
課

題

、

●
・高

過
疎
サ
ミ
ッ
ト

市

浦

ら旦
言



広報ιチろ 三

海と―山|と湖と、1安‐東文化のふるさと

鶉請霊大に
1記

念式典
２‐
世
紀

へ
向
け
て
力
強
い

一
歩

新
た
な
飛
躍
誓
い
合
う



(5)広 報ι 夕ろ

式
典
で
は
、

村
民
憲
章
の
ほ

か
村
の
花

・
鳥

・
本
が
制
定
さ

れ
、
村
民
を
代

表
し
て
、
村
内

小
学
校
の
児
童

が
発
表
し
ま
し

花
月
見
草

●
●
■
一共
大
待
青
草
●
通
称
）

鳥

と
ん
び
鵞

）

士（
ヒ
バ（学

名

あ
す
な
ろ
）

連
帯
と
協
調
の
精
神
で

第

二

の
中

世

都

市

を

作

っ
た

と

さ

き

る

村

づ

く

り

の

一
る

さ

と

、

そ

の
基

礎

づ

く

り

に
努

力

さ

れ

ま

し

iだ

出
席
者
全
員
で
乾
杯
を
し
て

新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま



広報ιチろ(6)

村民

あれあいひろぼ

ｎどＤ勒な

一

す・一あ

健
一康
一
教
一室
一

更
年
期
を
迎
え
る
前
に



(7)広 報ιチろ

第16回市浦村共同保健計画会議

広 げよう地域 ぐるみで

成 人 病 予 防

市
浦
村
共
同
保
健
計
画
会
議
は
十

一
月
十
五
日
午
前

十
時
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
村
民
、
保
健
所

が

自

ら

の
健

康

に
対

す

る

自

党

を

　

　

か

ら

地

域

へ
と

広

が

り

、

幼

児

か

献

血

、

狂

大

病

予

防

、

環

境

保

健

予
防
接
種

な

つ
て

い
る
。

受

診

率

を

高

め

る



広報ι

'4(8)

”
η
一一ふ
化
３
３
が
働
コ

流

事

業

を

行

っ
て

い
ま

す

が

、

今

今

年

は

二

五
〇

万

粒

と

が
あ

り

ま

す

。

こ

の
歌

は
酔

っ

た

人

の

こ

と

を

パ

ロ
デ

ィ
化

し

た

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無
理

一冒
目
□

‐こ ん っ
一

¨

一

ら ｔ、 」

一

な ら ヵ．
一

で
「

少

¨

「

い

は

　

　

一‐ ４

』

］
四

円

円

円

円

口

Ｈ

‐ ‐

日

］

に

な

っ
て

い
る

と

い
う

こ
と

を

忘

　

　

ま

す

。

薗

闘

曰

は

運

動

機

能

を

低

下

さ

せ

ま

す

。

で
き

な

く

な

り

、

蛇

行

運

転

を

し

◇

　

　

　

　

　

◇

る

な

ら

飲

む

な

」

を

地

域

や

職

場

、

ま

た

、

酒

類

を

提

供

す

る

飲

食

真

に
思

い
や

り

の
あ

る

配

慮

を

し

て

あ

げ

ま

し

よ
う

。
あ

い

動

】

〕

上
手
に
運
転
し
て
い
る

と
錯
覚
す
る



情報をお寄せ<ださい

し ら 世
役場の電話は62-2111

三
浦
俊
一
さ
ん
（相
内
）

長
男
俊
毅
ち
ゃ
ん
（四
歳
）

県農業青年大学

受験生の募集

赤い羽根

共同募金

ありがとう

Uターン希望者の

受付開始

国税だより

警察署からのお知らせ

「 いじめ相談室」開設

県
立
高
等
技
術

専
門
校
転
職
訓

練
生
の
募
集

県

立

の
各

高

等

技

術

専

門

校

で

は

、

離

職

し

た

人

あ

る

い
は

転

職

を

希

望

し

て

い
る

人

で
、

機

能

を

身

に

つ
け

、

新

し

い
職

場

に
就

職

し

よ

う

と
す

る

人

を

対

象

に
、

次

の

と

お

り

訓

練

生

を

募

集

し

ま

す

。

一
、

募

集

科

目

　

溶

接

科

（
八

戸

、

三

沢

、

木

造

）

自

動

車

整

備

科

（

三

沢

、

木

造

）
建

設

機

械

整

備

科

（
青

森

、

八

戸

）

縫

製

科

⌒
青

森

、

八

戸

）
建

築

科

　

弘

前

、

む

つ
、

本

造

）
プ

ロ

ッ
ク

建

築

科

⌒
む

つ
）

左

官

科

（
弘

前

）

配

管

科

⌒
青

森

、

二
、

募

集

期

間

　

昭

和

六

十

一
年

一
月

六

日

か

ら

二

月

十

日

（
各

公

共

職

業

安

定

所

で
受
け
付

け
ま
す
。）

三
、

選

考

月

日

　

昭

和

六

十

一
年

四
、

間

い
合

わ

せ
先

　

青

森

、

弘

の
各

高

等

技

術

専

門

校

、

最

寄

り

の
公

共

職

業

安

定

所

ま

た

は

県

職

業

職

（
職

業

訓

練

課

）
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・■
謎
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な
く
て
は
　
」。
ル
ニ

ろ
い
ろ
注
意
　
　
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

舌澤， 一一一̈
・一一』・比　　　　̈

一̈『̈
一一一一一̈
』̈
、

‐
JI鳳

舞』[Ⅲ 療

織

一
辻

分

珠

算

塾

一
内

藤

理

絵

（

血
圧
の
管
理
は

Ｉ
．経
ケ

は

強

制

的

な

指

導

、

管

理

態

勢

は

認

識

と

自

党

が

大

切

で
す

。

担

当

保

健

婦

・
鎌

田

お

誕

生

　

鱚

呻

ご結婚　輌″『

こ
勧
］』
・静
録
）

（嗜
操
時
癬
一口
『一

（
土 ′ｊ、

田
］

　

よ
・．

し

凛

一
大

柏

田

一

（静　哺　』　『
一鵬ヶ岬一

田 原 中 山 岡 岡 橋 名 西 林 和 良 部 坂 寺 締 田 木

木
津
谷
　
ソ
　
ヨ

（相
内
）
７５
歳

〓
一　
橋
　
正
　
責

（磯
松
）
６３
歳

〓
一　
上
　
タ
　
マ

（相
内
）
８３
歳

近
　
藤
　
イ
　
ヨ

（十
三
）
８５
歳


